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(57)【要約】
【課題】階調パターンＩｔの作像に要する時間や、階調
パターン像Ｉｔに具備される複数のパッチ状の被検部に
おける画像濃度の検知に要する時間を短縮する。
【解決手段】中間転写ベルト３１上にトナー像を形成す
るトナー像形成手段と、中間転写ベルト３１上に形成さ
れた階調パターン像Ｉｔの各被検部の画像濃度を検知す
る画像濃度検知手段とを備える画像形成装置において、
階調パターン像Ｉｔとして、中間転写ベルト３１の表面
上でベルト表面移動方向（矢印Ａ方向）に占める長さよ
りも、ベルト表面移動方向と直交する方向である幅方向
（ベルト幅方向）に占める長さを大きくしたものを形成
し、且つ、画像濃度検知手段として、ベルト表面移動方
向に占める長さよりも、前記幅方向に占める長さを大き
くする姿勢で配設されたラインセンサーからなる濃度セ
ンサー３７を用いる。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体にトナー像を形成する像形成手段と、前記像担持体上のトナー像を記録シート
に転写する転写手段と、前記像担持体上のトナー像の画像濃度を検知する画像濃度検知手
段とを備え、前記像担持体の表面に形成した濃淡パターン像における複数の被検部の画像
濃度を前記画像濃度検知手段によって検知する画像形成装置において、
前記濃淡パターンとして、前記像担持体の表面上で表面移動方向に占める長さよりも、前
記表面移動方向と直交する方向である幅方向に占める長さを大きくしたものを形成し、
且つ、前記画像濃度検知手段として、前記表面移動方向に占める長さよりも、前記幅方向
に占める長さを大きくする姿勢で配設されたラインセンサーを用いることを特徴とする画
像形成装置。
【請求項２】
　請求項１の画像形成装置であって、
前記濃淡パターン像として、互いに画像濃度の異なる複数の被検部をパターン像長手方向
に沿って並べつつ、互いに隣り合う被検部間に所定の間隔を設けたものを形成することを
特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　請求項２の画像形成装置であって、
複数の前記被検部のそれぞれとして、被検部並び方向における大きさを外郭からのエッジ
効果領域の大きさの二倍よりも大きくしたものを形成することを特徴とする画像形成装置
。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れかの画像形成装置であって、
互いに画像濃度の異なる複数の被検部を具備する前記濃淡パターン像として、互いに画像
濃度の異なる複数の被検部をパターン像長手方向に沿って並べつつ、互いに異なる複数の
画像濃度のそれぞれについて複数の前記被検部を具備するものを形成することを特徴とす
る画像形成装置。
【請求項５】
　請求項４の画像形成装置であって、
前記濃淡パターン像として、同じ画像濃度の前記被検部を前記像担持体の表面における前
記幅方向の一端部、中央部、他端部のそれぞれに設けたものを形成することを特徴とする
画像形成装置。
【請求項６】
　請求項１乃至３の何れかの画像形成装置であって、
前記像形成手段として、互いに異なる複数の一次色の画像を形成するものを用い、
前記濃淡パターン像として、互いに同程度の画像濃度にする画像形成条件で形成した互い
に異なる一次色の複数の前記被検部からなる同濃度一次色組を複数設けたものを形成する
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項７】
　請求項６の画像形成装置であって、
前記濃淡パターン像として、複数の前記同濃度一次色組を前記像担持体の表面における前
記幅方向の一端側から他端側に向けて画像濃度の昇順又は降順に並べたものを形成するこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　請求項７の画像形成装置であって、
複数の前記同濃度一次色組を前記一端側から前記他端側に向けて画像濃度の昇順に並べた
前記濃淡パターン像と、複数の前記同濃度一次色組を前記一端側から前記他端側に向けて
画像濃度の降順に並べた前記濃淡パターン像とを、前記像担持体の表面移動方向に並べて
形成することを特徴とする画像形成装置。
【請求項９】
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　請求項６の画像形成装置であって、
前記濃淡パターン像として、複数の前記同濃度一次色組を前記像担持体の表面における表
面移動方向と直交する方向の両端側から中央に向けて画像濃度の昇順又は降順に並べたも
のを形成することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　請求項９の画像形成装置であって、
複数の前記同濃度一次色組を前記両端側から中央に向けて画像濃度の昇順に並べた前記濃
淡パターン像と、複数の前記同濃度一次色組を前記両端側から中央に向けて画像濃度の降
順に並べた前記濃淡パターン像とを、前記像担持体の表面移動方向に並べて形成すること
を特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、像担持体の表面に形成した濃淡パターン像における複数の被検部の画像濃度
を画像濃度検知手段によって検知する画像形成装置が知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載の画像形成装置は、像担持体たる中間転写ベルトの表面に濃
淡パターン像としての階調パターン像を形成する。この階調パターン像は、ベルト表面移
動方向に沿って並ぶ複数の被検部としての複数のパッチを具備しており、それらパッチは
互いに異なる光強度の条件で感光体の表面に書き込まれたことにより、互いに画像濃度（
単位面積あたりのトナー付着量）が異なっている。それらパッチの画像濃度は、中間転写
ベルトのおもて面に対向している反射型光学センサーによって検知される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この画像形成装置においては、感光体に書き込んだ複数の潜像のそれぞれを感光体の表
面移動に伴って現像装置との対向位置に順次通して現像して階調パターン像を完成させる
までに比較的長時間を要してしまう。更には、中間転写ベルトに転写した階調パターン像
の複数の被検部をベルト表面移動に伴って反射型光学センサーとの対向位置に順次送り込
みながら、それぞれの被検部の画像濃度を反射型光学センサーによって検知するのにも比
較的長時間を要してしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した課題を解決するために、本発明は、像担持体にトナー像を形成する像形成手段
と、前記像担持体上のトナー像を記録シートに転写する転写手段と、前記像担持体上のト
ナー像の画像濃度を検知する画像濃度検知手段とを備え、前記像担持体の表面に形成した
濃淡パターン像における複数の被検部の画像濃度を前記画像濃度検知手段によって検知す
る画像形成装置において、前記濃淡パターンとして、前記像担持体の表面上で表面移動方
向に占める長さよりも、前記表面移動方向と直交する方向である幅方向に占める長さを大
きくしたものを形成し、且つ、前記画像濃度検知手段として、前記表面移動方向に占める
長さよりも、前記幅方向に占める長さを大きくする姿勢で配設されたラインセンサーを用
いることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、濃淡パターンの作像に要する時間や、濃淡パターン像における各被検
部の画像濃度の検知に要する時間を短縮することができるという優れた効果がある。
【図面の簡単な説明】
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【０００７】
【図１】実施形態に係る複写機の全体を示す概略構成図。
【図２】同複写機の画像形成部を示す概略構成図。
【図３】同複写機によって行われる画像データ処理の流れの一例を示すブロック図。
【図４】ドット状の面積階調パターンの一例を示す模式図。
【図５】ライン状の面積階調パターンの一例を示す模式図。
【図６】階調特性が変動した際の入力画像面積率と紙上画像濃度との関係の一例を示すグ
ラフ。
【図７】同プリンタの画像センサーを示す概略構成図。
【図８】同プリンタの画像センサーを中間転写ベルトの一部とともに斜め下方から示す斜
視図。
【図９】シャッター部材を開いた状態の同画像センサーを示す概略構成図。
【図１０】シャッター部材を閉じた状態の同画像センサーを示す概略構成図。
【図１１】同複写機の中間転写ベルトを濃度センサーとともに示す底面図。
【図１２】階調パターン像の第一被検部群を示す拡大模式図。
【図１３】エッジ効果を説明するための模式図。
【図１４】濃度誤差検知用パターン像を示す模式図。
【図１５】第一実施例に係る複写機において形成される階調パターン像Ｉｔを示す模式図
。
【図１６】第二実施例に係る複写機において形成される階調パターン像及び濃度誤差検知
用パターン像を示す模式図。
【図１７】第三実施例に係る複写機において形成される階調パターン像を示す模式図。
【図１８】第四実施例に係る複写機において形成される階調パターン像を示す模式図。
【図１９】第五実施例に係る複写機において形成される階調パターン像及び濃度誤差検知
用画像を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明を適用した画像形成装置として、電子写真方式で画像を形成する複写機の
一実施形態について説明する。
　まず、実施形態に係る複写機の基本的な構成について説明する。図１は、実施形態に係
る複写機の全体を示す概略構成図である。また、図２は、同複写機の画像形成部を示す概
略構成図である。
　実施形態に係る複写機は、画像形成手段としての画像形成部１００、記録シート供給手
段としての給紙部４００、画像読取手段としてのスキャナ２００、原稿供給手段としての
原稿自動搬送装置３００等を備えている。
【０００９】
　画像形成部１００は、記録シートに画像を形成するものである。また、給紙部４００は
、画像形成部１００に対して記録シートを供給するものである。また、スキャナ２００は
、原稿画像を読み取って画像データを生成するものである。また、原稿自動搬送装置３０
０は、スキャナ２００に原稿シートを自動給紙するものである。
【００１０】
　複写機の筐体内には、像担持体としての無端状の中間転写ベルト３１を複数の支持ロー
ラによって支持している転写手段としての転写ユニット３０が配設されている。それら複
数の支持ローラとしては、駆動手段によって回転駆動される駆動ローラ３２、従動ローラ
３３、二次転写バックアップローラ３５等が挙げられる。
【００１１】
　中間転写ベルト３１は、例えば、伸びの少ないポリイミド樹脂に、電気抵抗を調整する
ためのカーボン粉末を分散させた材料からなっている。中間転写ベルト３１は、そのルー
プ内側に配設された駆動ローラ３２、二次転写バックアップローラ３５、従動ローラ３３
、４つの一次転写ローラ３４などによって支持されながら、駆動ローラ３２の回転に伴っ
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て図中時計回り方向に無端移動する。
【００１２】
　一次転写電源から出力される一次転写バイアスが印加されるＹ，Ｃ，Ｍ，Ｋ用の一次転
写ローラ３４は、潜像担持体たるドラム状の感光体１Ｙ，１Ｃ，１Ｍ，１Ｋとの間に中間
転写ベルト３１を挟み込んでＹ，Ｃ，Ｍ，Ｋ用の一次転写ニップを形成している。感光体
１Ｙ，１Ｃ，１Ｍ，１Ｋの表面上に形成されたイエロー（Ｙ），シアン（Ｃ），マゼンタ
（Ｍ），黒（Ｋ）のトナー像は、Ｙ，Ｃ，Ｍ，Ｋ用の一次転写ニップで中間転写ベルト３
１のおもて面に一次転写される。
【００１３】
　作像ユニット１０Ｙ，１０Ｃ，１０Ｍ，１０Ｋの上方には、潜像書込手段としての光書
込ユニット２０が配設されている。光書込ユニット２０は、出力対象の入力画像等の画像
情報に基づいて、レーザー制御部によって４つの半導体レーザー（ＬＤ）を駆動して４つ
の書込光を出射する。作像ユニット１０Ｙ，１０Ｃ，１０Ｍ，１０Ｋは、感光体１Ｙ，１
Ｃ，１Ｍ，１Ｋを有している。以下、Ｙ，Ｃ，Ｍ，Ｋの各色を区別せずに、各色に共通の
事柄を説明する際には、符号の末尾に添えるＹ，Ｃ，Ｍ，Ｋという添字を省略することも
ある。
【００１４】
　作像ユニット１０の感光体１の周囲には、帯電手段たる帯電ユニット２、現像手段たる
現像ユニット３、クリーニング手段たるクリーニングユニット４などが配設されている。
感光体１は図中反時計回りの回転に伴ってその表面を帯電ユニット２との対向位置に通す
際に、帯電ユニット２によってその表面が一様に帯電せしめられる。感光体１における一
様帯電後の表面は、光書込ユニット２０から発せられる書込光によって暗中で光走査され
ることで、静電潜像を担持する。
【００１５】
　光書込ユニット２０は、光源としての半導体レーザー（ＬＤ）、ポリゴンミラー等の光
偏向器、反射ミラー及び光学レンズなどを有している。光書込ユニット２０は、半導体レ
ーザーから出射したレーザー光を光偏向器によって偏向しながら、反射ミラーで反射した
り光学レンズに通したりすることで、感光体１Ｙ，１Ｃ，１Ｍ，１Ｋの表面を光走査する
。これにより、感光体１Ｙ，１Ｃ，１Ｍ，１Ｋの表面にＹ，Ｃ，Ｍ，Ｋ用の静電潜像を書
き込む。なお、光書込ユニット２０としては、半導体レーザーから発したレーザー光によ
って光走査を行うものに代えて、光源としてのＬＥＤアレイによって光走査を行うものを
用いてもよい。
【００１６】
　作像ユニット１０Ｙ，１０Ｃ，１０Ｍ，１０Ｋは、使用するトナーの色が異なる点の他
は、互いにほぼ同様の構成になっている。作像ユニット１０の現像ユニット３は、感光体
上の静電潜像を、現像剤担持体としての現像ローラ３ａに担持されたトナーによって現像
する。互いに回転可能な感光体１と現像ローラ３ａとは、所定の間隙（現像ギャップ）を
介して互いに対向している。クリーニングユニット４は、一次転写ニップを通過した後の
感光体１の表面に付着している転写残トナーをクリーニングするものである。
【００１７】
　光書込ユニット２０によって感光体１上に書き込まれた静電潜像は、現像ユニット３に
よって現像されてトナー像になる。感光体１上のトナー像は、中間転写ベルト３１のおも
て面に順次重ね合わせて一次転写される。これにより、中間転写ベルト３１上に四色重ね
合わせトナー像が形成される。
【００１８】
　中間転写ベルト３１の周方向における全域のうち、二次転写バックアップローラ３５に
対する掛け回し箇所のおもて面には、搬送ベルト３６が当接して二次転写ニップを形成し
ている。
【００１９】
　記録シートは、給紙部４００内に多段に配設された給紙トレイ４１－１、４１－２の何
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れか一つから給紙路４２内に送り出された後、搬送ローラ対４３，４４，４５を経てから
レジストローラ対４６まで搬送される。レジストローラ対４６は、ローラ間に挟み込んだ
記録シートを二次転写ニップ内で中間転写ベルト３１のおもて面の四色重ね合わせトナー
像に重ね合わせるタイミングで送り出す。二次転写ニップ内では、二次転写バックアップ
ローラ３５に印加される二次転写バイアスによる二次転写電界やニップ圧の作用により、
中間転写ベルト３１上の四色重ね合わせトナー像が記録シートに一括二次転写されてフル
カラー画像になる。
【００２０】
　二次転写ニップを通過した記録シートは、搬送ベルト３６のおもて面に保持されながら
移動して定着ユニット３８に送られる。定着ユニット３８内では、定着ニップ圧や加熱の
作用により、記録シートの表面にフルカラー画像が定着せしめられる。その後、記録シー
トは、機外の排紙トレイ３９等に排出される。
【００２１】
　図１に示されるように、複写機は制御部１５を有している。この制御部１５は、後述す
る各種の制御行うマイクロコンピュータ等からなる中央演算処理装置（ＣＰＵ）、各種制
御回路、入出力装置、クロック、タイマー、不揮発性メモリ及び揮発性メモリからなる記
憶手段（記憶部）、などを備えている。制御部１５の記憶部には、各種の制御用プログラ
ムや、各種センサーからの出力、各種演算データなどの様々な情報が記憶されている。
【００２２】
　図３は、実施形態に係る複写機によって行われる画像データ処理の流れの一例を示すブ
ロック図である。外部のホストコンピュータ５００上のアプリケーションソフトからプリ
ンタドライバに受け渡された画像データは、実施形態に係る複写機６００に出力される。
このとき画像データは、プリンタドライバによってＰＤＬ（ページ記述言語）に変換され
る。ＰＤＬによって記述された画像データが入力データとして入力されると、ラスタ化処
理部６０１において解釈され、ラスタイメージが形成される。このとき、それぞれのオブ
ジェクトについて、例えば文字、線、写真、グラフィックス画像などの種別や属性を示す
信号を生成する。その信号を、入出力特性補正部６０２、ＭＴＦフィルタ処理部６０３、
色補正・階調補正処理部６０４、及び擬似中間調処理部６０５などへ出力する。
【００２３】
　入出力特性補正部６０２では、入出力特性補正信号によって所望の特性が得られるよう
にラスタイメージ内の各階調値が補正される。入出力特性補正部６０２は、濃度センサー
出力部６１０からの出力を用いるとともに、不揮発メモリ及び揮発メモリから構成される
記憶部６０６との間で情報を授受することにより、入出力特性補正信号の生成や補正動作
を行う。生成された入出力特性補正信号は、記憶部６０６の不揮発メモリに保存され、次
回からの作像に使用される。ＭＴＦフィルタ処理部６０３では、ラスタ化処理部６０１か
ら送られてくる属性の信号にしたがって各属性に対して最適なフィルタが選択された状態
で強調処理が行われる。ＭＴＦフィルタ処理については周知の技術と同一であるので、詳
細の説明は省略する。ＭＴＦフィルタ処理を行った後の画像データは、次工程である色補
正・階調補正処理部６０４に引き渡される。
【００２４】
　色補正・階調補正処理部６０４では、次のような色補正及び階調補正など各種の補正処
理が行われる。色補正では、ホストコンピュータ５００から入力されたＰＤＬの色空間で
あるＲＧＢ色空間から、画像形成部１００で用いるトナーの色からなる色空間であるＣＭ
ＹＫ色空間への色変換を行う。この色補正は、ラスタ化処理部から送られてくる属性の信
号にしたがって、各属性に最適な色補正係数を用いて行われる。階調補正では、後述の階
調パターン像における各被検部の画像濃度を検知した結果に基づいて作成した階調特性デ
ータに基づいて、出力対象の多階調画像の画像データを補正する階調補正処理を行う。
【００２５】
　画像データは、色補正・階調補正処理部６０４における処理が施された後、擬似中間調
処理部６０５に引き渡される。擬似中間調処理部６０５では擬似中間調処理を行い、出力
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画像用データを生成する。例えば、色補正・階調補正処理を施されたデータに対して、デ
ィザ法によって擬似中間調処理を行う。具体的には、予め記憶されたディザマトリクスと
の比較参照を行うことによって量子化を行う。
【００２６】
　擬似中間調処理部６０５から出力された出力用画像データは、ビデオ信号処理部６０７
で処理されてビデオ信号に変換される。このビデオ信号に基づいて、ＰＷＭ信号生成部６
０８において光源制御信号としてＰＷＭ信号が生成される。ＬＤ駆動部６０９は、ＰＷＭ
信号生成部６０８から受けたＰＷＭ信号に基づいて、光書込ユニット２０の光源としての
半導体レーザー（ＬＤ）を駆動するＬＤ駆動信号を出力する。
【００２７】
　図４は、ドット状の面積階調パターンの一例を示す模式図である。また、図５は、ライ
ン状の面積階調パターンの一例を示す模式図である。実施形態に係る複写機６００では、
このような面積階調パターンに従って面積階調を実施することで、擬似中間調を再現する
ようになっている。ラスタ化処理部６０１から送られてくる属性の信号にしたがって、最
適な線数とスクリーン角に設定されたディザマトリクスが選択され、最適な擬似中間調処
理が施される。
【００２８】
　図６は、階調特性が変動した際の入力画像面積率と紙上画像濃度との関係の一例を示す
図である。周囲環境の変動や画像形成部の劣化、現像ユニット３内のトナー濃度などが変
動した場合に、図６の実線に示されるように入力画像面積率に対して所望の階調特性が得
られなくなる。一般に、同一の潜像に対しては、現像ユニット３内のトナー濃度が高く変
動した場合には、トナーの帯電量が低下するために付着量が増加して、全体的に紙上画像
濃度が高くなる。逆に、現像ユニット３内のトナー濃度が低下した場合には、トナー帯電
量が増加し付着量が減少するため、全体的に画像濃度が低くなる傾向がある。このような
階調特性の変動は、色を重ねた二次色や三次色の色味に大きな影響を与えるため、目標階
調特性に戻すための補正が必要となる。
【００２９】
　そこで、制御部１５は、中間転写ベルト３１上に各色の濃淡パターン像たる階調パター
ン像を作成する。そして、各色について、階調パターン像における互いに異なる階調で作
像された複数の被検部の画像濃度を検知した結果に基づいて、図６に示されるような階調
特性データを構築し、各階調のそれぞれで目標の画像濃度が得られるように階調特性デー
タを補正する。具体的には、各階調のそれぞれについて、入力画像画像面積率［％］に対
し、実際に出力する出力画像面積率を目標の画像濃度が得られる値に関連付けた階調特性
データにする。
【００３０】
　潜像担持体としての感光体１上に形成された後、中間転写ベルト３１上に転写された階
調パターン像における各被検部の画像濃度は、図１や図２に示される画像濃度検出手段と
しての濃度センサー３７によって検出される。
【００３１】
　次に、実施形態に係る複写機の特徴的な構成について説明する。
　濃度センサー３７は、従来、原稿スキャナなどに搭載されたラインセンサーからなるも
のであり、複数の撮像素子を具備している。
【００３２】
　図７は、濃度センサー３７を示す概略構成である。同図において、濃度センサー３７は
、内部に光源３７ａ、レンズアレイ３７ｂ、撮像素子アレイ３７ｃ、透明ガラスからなる
検知窓３７ｄ、シャッター部材３７ｅ、白色基準板３７ｆなどを有している。
【００３３】
　シャッター部材３７ｅは、アクチュエーターの駆動によってベルト移動方向に沿って往
復移動することが可能になっており、その往復移動に伴って検知窓３７ｄを開閉する。同
図においては、シャッター部材３７ｅが透明窓１０４の直下から待避して透明窓１０４を
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開いている状態を示している。
【００３４】
　白色基準板１０４としては、東レ株式会社製の白色フィルムであるルミラーＥ２０（商
品名）からなるものを例示することができる。白色基準板１０４は両面テープ等によって
シャッター部材３７ｅの裏面に固定されており、シャッター部材３７ｅと一体となってベ
ルト移動方向に沿って往復移動する。
【００３５】
　光源３７ａとしては、発光素子が導光体の端部に設けられたものやＬＥＤアレイなどが
使用可能である。光源３７ａは、白色光を発するものであるが、Ｒ光、Ｇ光、Ｂ光をそれ
ぞれ個別に発する光源をそれぞれ設けてもよい。
【００３６】
　レンズアレイ３７ｂとしては、セルフォック（登録商標）レンズを例示することができ
る。撮像素子アレイ３７ｃは、アレイ状に配設された複数のイメージセンサーを具備して
いる。そして、それぞれのイメージセンサーはレンズアレイ３７ｂによって結像されたＲ
（レッド）光、Ｇ（グリーン）光、Ｂ（ブルー）光を個別に受光し、それぞれの光に応じ
た信号を出力する。撮像素子アレイ３７ｃとしては、ＣＭＯＳセンサーやＣＣＤセンサー
などが用いられる。
【００３７】
　濃度センサー３７としては、密着型イメージセンサー（ＣＩＳ）からなるものを例示す
ることができる。図８に示されるように、濃度センサー３７の長手方向の寸法は、中間転
写ベルト３１上のベルト幅方向（図中矢印Ｂで示される方向）の寸法よりも大きくなって
いる。これにより、濃度センサー３７は、ベルト上に形成された階調パターン像の長手方
向の全域を読み取ることができる。なお、濃度センサー３７の長手方向の寸法をベルト幅
より大きくしなくても、ベルト幅方向における有効画像領域の寸法と同等以上にすれば、
濃度センサー３７に対してベルト上の画像の全域を読み取らせることができる。
【００３８】
　濃度センサー３７においては、複数の撮像素子の並び方向がセンサー全体の長手方向に
なっている。この濃度センサー３７は、中間転写ベルト３１の表面の真上でベルト表面移
動方向（図中矢印Ａ方向）に占める長さよりも、ベルト表面移動方向に直交するベルト幅
方向（図中矢印Ｂ方向）に占める長さを大きくする姿勢で配設されている。具体的には、
その長手方向を中間転写ベルト３１のおもて面におけるベルト幅方向に延在させる姿勢で
配設されている。そして、図９に示されるように、検知窓３７ｄを開いた状態で、中間転
写ベルト３１上の階調パターン像Ｉｔを読み取ることができる。濃度センサー３７による
トナー像の読み取りが行われないときには、図１０に示されるように、制御部（１５）の
制御により、シャッター部材３７ｅが検知窓３７ｄの直下に移動せしめられて検知窓３７
ｄを閉じる。これにより、検知窓３７ｄに汚れが付着することを抑えることができる。シ
ャッター部材３７ｅによって検知窓３７ｄを閉じた状態では、濃度センサー３７により、
中間転写ベルト３１上の階調パターン像Ｉｔを読み取ることができないが、シャッター部
材３７ｅの裏面に固定された白色基準板３７ｆを読み取ることができる。
【００３９】
　制御部（１５）は、所定のタイミングで、階調特性データを補正するための補正処理を
実施する。そして、その補正処理において、階調パターン像を中間転写ベルト３１上に形
成し、その階調パターン像に具備される複数の被検部の画像濃度を濃度センサー３７によ
って読み取る。そして、その読み取り結果に基づいて、Ｙ，Ｃ，Ｍ，Ｋ用の階調特性デー
タのそれぞれを個別に補正する。これにより、各階調で所望の画像濃度（擬似中間調濃度
９が得られるようにする。
【００４０】
　また、制御部１５は、工場出荷後の初回の運転時に、シェーディング補正データ構築処
理を実施する。このシェーディングデータ構築処理では、白色基準板３７ｆを濃度センサ
ー３７に読み取らせて得た画像データの各画素のデータに基づいてシェーディング補正デ
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ータを構築する。具体的には、白色基準板３７ｆや検知窓３７ｄに汚れが全く付着してい
ない状態では、理論的には、白色基準板３７ｆの読み取りによって得られる画像データの
各画素が何れも白色として読み取られるはずである。例えば、各画素のＲ，Ｇ，Ｂの階調
を８ｂｉｔの自然数で表現し、且つ０～２５５のうち２００～２５５を一律に２００とし
て扱って（上限を２００として）０～２００の２０１階調で階調を表現するとする。この
場合、白色基準板３７ｆや検知窓３７ｄに汚れが全く付着していなければ、白色基準板３
７ｆを読み取って得た画像データの各画素の画素値が何れも（Ｒ＝２００，Ｇ＝２００，
Ｂ＝２００）になるはずである。ところが、実際には、イメージラインセンサーの画像素
子の感度誤差や光源３７ａの発光量のムラなどにより、各画素の画素値に若干のバラツキ
が発生してしまう。すると、そのままでは濃度ムラが誤検知されてしまう。そこで、この
濃度ムラの誤検知を防止するために、全ての画素について白色であると認識するための補
正データをシェーディング補正データとして構築する。
【００４１】
　図１１は、中間転写ベルト３１を濃度センサー３７とともに示す底面図である。実施形
態に係る複写機の制御部（１５）は、階調パターン像Ｉｔとして、中間転写ベルト３１の
表面上でベルト表面移動方向（図中矢印Ａ方向）に占める長さよりも、ベルト幅方向（図
中矢印Ｂ方向）に占める長さを大きくしたものを形成する。具体的には、図示のように、
階調パターン像Ｉｔを、ベルト幅方向に沿って延在させる姿勢で形成する。なお、階調パ
ターン像Ｉｔについては、ベルト幅方向に厳密に沿わせて延在させる必要はない。例えば
、ベルト幅方向から僅かに傾けて形成してもよい。相対的にベルト幅方向に延在させる姿
勢になっていればよい。
【００４２】
　同図において、シート対応領域Ａ１は、中間転写ベルト３１のおもて面における全域の
うち、二次転写ニップで記録シートに密着せしめられる領域である。ユーザーの命令に基
づく画像は、そのシート対応領域Ａ１の内側に形成される。また、シート間対応領域Ａ２

は、中間転写ベルト３１の周方向における全域のうち、互いに隣り合う２つのシート対応
領域Ａ１の間の領域である。このシート間対応領域Ａ２内には、ユーザーの命令に基づく
画像が形成されることはない。図示のように、制御部（１５）は、シート間対応領域Ａ２

内に階調パターン像Ｉｔを形成する。
【００４３】
　濃度センサー３７は、単純な反射型光学センサーとは異なり、３００～１２００［ｄｐ
ｉ］というような高解像度で階調パターン像Ｉｔを撮像することができる。反射型光学セ
ンサーによって例えば数センチメートル角のパッチ状の被検部における画像濃度を検知す
るような従来構成とは異なり、数ミリメートル角の小さな被検部であっても、その画像濃
度を検知することが可能である。よって、各被検部の大きさを小さくして、階調パターン
像Ｉｔの小型化を図ることができる。更には、反射型光学センサーとは異なり、撮像した
各画素の画素値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）に基づいて、被検部の色を検知することもできる。
【００４４】
　階調パターン像Ｉｔは、ベルト幅方向に沿って順に並ぶ第一被検部群９０１、第二被検
部群９０２、第三被検部群９０３、第四被検部群９０４、第五被検部群９０５、及び第６
被検部群９０６を具備している。
【００４５】
　図１２は、第一被検部群９０１を示す拡大模式図である。図示のように、第一被検部群
９０１は、Ｋトナーによって形成されたＫ被検部Ｅｋ、Ｃトナーによって形成されたＣ被
検部Ｅｃ、Ｍトナーによって形成されたＭ被検部Ｅｍ、及びＹトナーによって形成された
Ｙ被検部Ｅｙを一つずつ具備している。それら被検部は、図中左側から右側に向けてＫ，
Ｃ，Ｍ，Ｙの順で並んでおり、その並び方向はベルト幅方向に沿っている。Ｋ被検部Ｅｋ
、Ｃ被検部Ｅｃ、Ｍ被検部Ｅｍ、及びＹ被検部Ｅｙは、互いにそれぞれの一次色で同じ階
調値になる条件で面積階調されたものである。なお、一次色は、一色のトナーだけで再現
される色であり、実施形態に係る複写機ではＹ，Ｃ，Ｍ，Ｋのそれぞれが一次色である。
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互いに異なる２つの一次色の重ね合わせによる色は二次色、３つの一次色の重ね合わせに
よる色は三次色である。
【００４６】
　図１１に示される階調パターン像Ｉｔは、第一被検部群９０１の他に、５つの被検部群
（９０２～９０６）を具備しているが、それらも同様に、各色の被検部を一つずつ具備し
ている。同じ被検部群に具備される各色の被検部は、互いに同じ階調値になる条件で面積
階調されている。図中左側から右側に向けて、順に被検部の中間調濃度が薄くなるように
、６つの被検部群が並べられている。被検部群の数としては、互いに異なる階調のものを
６つ以上形成することが、図６のような階調特性グラフを得る上で望ましい。
【００４７】
　各色の被検部（Ｅｋ，Ｅｃ，Ｅｍ，Ｅｙ）については、図１２に示されるように、互い
に隣り合う被検部間に間隙を設けて形成することが望ましい。具体的には、例えば、Ｙ，
Ｃ，Ｍ，Ｋの各色の間において最大で１２０［μｍ］の位置ずれを生ずるおそれのある機
種では、前述の間隙として、ベルト幅方向の寸法を１２０［μｍ］よりも大きくしたもの
を設けることが望ましい。このようにすることで、各色の被検部が最大に位置ずれしたと
しても、各被検部を確実に重ねずに独立させることができる。これにより、互いに異なる
色の被検部を重ねてしまうことによる被検部の画像濃度の誤検知を回避することができる
。
【００４８】
　実施形態に係る複写機のように、電子写真方式でトナー像を形成するものでは、画像の
エッジ部にエッジ効果が作用してエッジ部の画像濃度が他の部分に比べて濃くなり易い。
これは、画像周囲から画像のエッジ部に向かって電気力線が集中して延びることで、図１
３に示されるように、画像（図示の例では被検部）のエッジ部に対して画像の他の部分（
以下、非エッジ部という）よりも多くのトナーが付着するからである。被検部（Ｅｋ，Ｅ
ｃ，Ｅｍ，Ｅｙ）の画像濃度を精度良く検知するためには、被検部における非エッジ部の
画像濃度を検知することが望ましく、そのためには、非エッジ部を発生させるのに十分な
大きさの被検部を形成する必要がある。そこで、制御部（１５）は、被検部Ｅｋ，Ｅｃ，
Ｅｍ，Ｅｙとしてそれぞれ、被検部並び方向（ベルト幅方向）における大きさを外郭から
のエッジ効果領域の大きさの二倍よりも大きくしたものを形成するようになっている。具
体的には、実施形態に係る複写機では、画像のエッジ（外郭）から１．５［ｍｍ］程度ま
で画像中心に向かう領域がエッジ効果領域になることから、被検部の被検部並び方向の大
きさを３［ｍｍ］よりも大きくしている。
【００４９】
　なお、ラインセンサーからなる濃度センサー３７は、画素単位で色や濃度を検知するこ
とが可能である。よって、撮像によって得られた各画素のデータから、色の重なりやエッ
ジ部のエッジ効果で濃くなっている画素のデータを排除して、画像濃度の検知に適した画
素のデータだけを抽出して画像濃度の算出に利用することも可能である。具体的には、各
画素のデータから、Ｙ，Ｃ，Ｍ，Ｋの領域をもともとのパターン書き込みデータなどに基
づいて特定し、画像の外縁部に相当する画素を色の重なりや、エッジ効果の影響などの観
点から除外し、それ以外の画素だけを抽出すればよい。
【００５０】
　制御部１５は、中間転写ベルト３１上の階調パターン像Ｉｔが濃度センサー３７の対向
位置に進入するタイミングを計時処理によって把握する。具体的には、感光体１Ｋのシー
ト間対応領域に対する被検部Ｅｋ用の光書込を終えた時点を基準にする。この基準時点か
ら、前述の光書込による被検部Ｅｋ用の静電潜像が現像され、被検部ＥｋがＫ用の一次転
写ニップで中間転写ベルト３１に一次転写され、ベルトの移動に伴って濃度センサー３７
の対向位置に進入するまでの時間は、予め判明している。基準時点から前述の時間が経過
した時点（以下、検知位置進入時点という）で、被検部Ｅｋを具備する階調パターン像Ｉ
ｔが濃度センサー３７との対向位置に進入することになる。制御部１５は、検知位置進入
時点よりも少し前のタイミングで、濃度センサー３７のシャッター部材３７ｅを開いて、
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濃度センサー３７による撮像を開始させる。その後、階調パターン像Ｉｔが前記対向位置
を通過するまで、撮像を継続する。そして、撮像によって得られた各画素のデータの中か
ら、前述のようにして各被検部の画像濃度の算出に適した画素のデータだけを抽出する。
そして、同じ被検部について抽出した複数の画素のデータを平均化して、その被検部の画
像濃度として求める。このようにして、Ｙ，Ｃ，Ｍ，Ｋの各色のそれぞれについて、図６
のような階調特性グラフを構築し、その結果に基づいて、各階調で目標の擬似中間調濃度
が得られるように、各階調のそれぞれについて、入力画像面積に対する出力画像面積の値
を決定する。最後に、それらの値に基づいて、各階調のそれぞれについて入力画像面積を
所定の出力画像面積に変換する階調特性データを構築する。
【００５１】
　また、制御部１５は、階調パターン像Ｉｔの撮像を終えると、濃度センサー３７の光源
３７ａをオフにした後、シャッター部材３７ｅを閉じる。なお、複数のシート間対応領域
Ａ２に対して階調パターン像Ｉｔを連続的に形成する場合には、全ての階調パターン像Ｉ
ｔの撮像を終えるまで、シャッター部材３７ｅを開いたままにしておいてもよい。
【００５２】
　制御部１５は、中間転写ベルト３１のシート間対応領域Ａ２に対して、階調パターン像
Ｉｔに加えて、濃度誤差検知用パターン像も形成する。図１４は、濃度誤差検知用パター
ン像Ｉｒを示す模式図である。この濃度誤差検知用パターン像Ｉｒは、階調パターン像Ｉ
ｔに対してベルト移動方向に並ぶように形成される。同図においては、便宜上、濃度誤差
検知用パターン像Ｉｒ内に第一被検部群９０１を３つしか示していないが、実際には、ベ
ルト幅方向に並ぶ６つの第一被検部群９０１が形成される。
【００５３】
　６つの第一被検部群９０１において、同じ色の被検部は互いに同じ階調であるので、互
いに同じ画像濃度で形成されることが一般的であるが、感光体１の回転軸線方向の感度誤
差などにより、僅かに異なった画像濃度で形成されることがある。濃度誤差検知用パター
ン像Ｉｒは、ベルト幅方向における画像濃度検知誤差を検知するために形成される。ベル
ト幅方向において、同じ階調であるにもかかわらず、他の被検部よりも濃く又は薄く形成
される被検部の有無が調べられる。制御部１５は、その結果に基づいて、必要に応じて階
調パターン像Ｉｔに含まれる複数の被検部のうち、いくつかの被検部について画像濃度の
検知結果を補正する。これにより、ベルト幅方向での画像濃度誤差に起因する画像濃度の
検知精度の悪化を低減することができる。
【００５４】
　以上の構成の複写機においては、次に説明する理由により、従来装置に比べて階調パタ
ーン像Ｉｔの形成に要する時間を短縮することが可能である。即ち、階調パターン像Ｉｔ
の形成を開始してから終えるまでには、中間転写ベルト３１の表面を階調パターン像Ｉｔ
がその表面上で表面移動方向に占める長さ（移動方向占有長さ）と同等以上の距離だけ表
面移動させる必要がある。従来装置では、階調パターン像Ｉｔとして、ベルト幅方向に占
める長さ（幅方向占有長さ）よりも移動方向占有長さを大きくしたものを形成していた。
これに対し、実施形態に係る複写機では、階調パターン像Ｉｔとして、移動方向占有長さ
よりも幅方向移動方向占有長さを大きくしたものを形成する。これにより、従来装置と同
じ面積の階調パターン像Ｉｔの形成に必要なベルト表面移動距離を従来装置よりも小さく
することが可能である。このため、従来装置に比べて階調パターン像Ｉｔの形成に要する
時間を短縮することができる。
【００５５】
　また、実施形態に係る複写機では、次に説明する理由により、従来装置に比べて階調パ
ターン像Ｉｔの画像濃度の検知に要する時間を短縮することもできる。即ち、階調パター
ン像Ｉｔの検知を開始してから終えるまでの期間においても、中間転写ベルト３１を階調
パターン像Ｉｔの移動方向占有長さと同等以上の距離だけ表面移動させる必要がある。よ
って、階調パターン像Ｉｔの形成に要する時間と同様の理由により、階調パターン像Ｉｔ
の画像濃度の検知に要する時間を短縮することができる。
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【００５６】
　次に、実施形態に係る複写機に、より特徴的な構成を付加した各実施例の複写機につい
て説明する。なお、以下に特筆しない限り、各実施例に係る複写機の構成は、実施形態と
同様である。
【００５７】
［第一実施例］
　第一実施例に係る複写機の制御部１５は、上述した濃度誤差検知用パターン像Ｉｒを形
成しない。その代わりに、実施形態とは異なるパターンの階調パターン像Ｉｔを形成する
。
【００５８】
　図１５は、第一実施例に係る複写機において形成される階調パターン像Ｉｔを示す模式
図である。この階調パターン像Ｉｔは、２つのパターン部を有している。一つ目のパター
ン部は、ベルト幅方向に沿って、一端側から他端側（図示の例では図中左側から右側）に
向けて画像濃度が順に薄くなる７つの被検部群（９０１～９０７）を具備している。また
、二つ目のパターン部は、ベルト幅方向に沿って、一端側から他端側（図示の例では図中
左側から右側）に向けて画像濃度が順に濃くなる７つの被検部群（９０１～９０７）を具
備している。２つのパターン部において、第四被検部群９０４はともに中間転写ベルト３
１におけるベルト幅方向の中央部に形成される。それ以外の被検部群（９０１～９０３、
９０５～９０７）は、同じ階調の被検部群が一つ目のパターン部と二つ目のパターン部と
で、互いにベルト幅方向の異なる位置に形成される。例えば、第一被検部群９０１は、一
つ目のパターン部ではベルト幅方向の一端部に形成されるのに対し、二つ目のパターン部
では他端部に形成される。
【００５９】
　制御部１５は、各色のそれぞれについて、一つ目のパターン部と、二つ目のパターン部
とで、同じ階調の被検部の画像濃度検知結果を平均化する。これにより、ベルト幅方向で
画像濃度誤差が生じることによる被検部の画像濃度の検知精度悪化を抑えることができる
。
【００６０】
［第二実施例］
　図１６は、第二実施例に係る複写機において形成される階調パターン像Ｉｔ及び濃度誤
差検知用パターン像Ｉｒを示す模式図である。第二実施例に係る複写機の制御部１５は、
中間転写ベルト３１のシート間対応領域Ａ２に対して、階調パターン像Ｉｔと濃度誤差検
知用パターン像Ｉｒとをベルト移動方向に並べて形成する。階調パターン像Ｉｔは、第一
実施例に係る複写機によって形成されるもの（図１５）と同じものであり、ベルト移動方
向に並ぶ２つのパターン部を具備している。図１５に示される階調パターン像Ｉｔと同様
に、一つ目のパターン部と二つ目のパターン部とで、被検部群の濃淡の並び順が逆になっ
ている。
【００６１】
　階調パターン像Ｉｔにおいて、第四被検部群９０４は、一つ目のパターン部と二つ目の
パターン部とでともにベルト幅方向の中央部に形成される。このため、２つのパターン部
について被検部の画像濃度の検知結果を平均化しても、第四被検部群９０４だけは、ベル
ト幅方向の画像濃度誤差による画像濃度の検知精度の悪化を抑えることができない。
【００６２】
　そこで、制御部１５は、第四被検部群９０４については、濃度誤差検知用パターン像Ｉ
ｒによってベルト幅方向の画像濃度誤差を検知した結果に基づいて、被検部の画像濃度を
補正する。これにより、第四被検部群９０４について、ベルト幅方向の画像濃度誤差によ
る画像濃度の検知精度の悪化を抑えることができる。
【００６３】
［第三実施例］
　図１７は、第三実施例に係る複写機において形成される階調パターン像Ｉｔを示す模式
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図である。なお、第三実施例に係る複写機の制御部１５は、濃度誤差検知用パターン像Ｉ
ｒを形成しない。
【００６４】
　階調パターン像Ｉｔは、１つの第一被検部群９０１を具備しているとともに、第二被検
部群９０２、第三被検部群９０３、第四被検部群９０４を二つずつ具備している。第一被
検部群９０１は、ベルト幅方向の中央部に形成されている。
【００６５】
　第一被検部群９０１よりも図中左側では、図中左側から右側に向けて、第四被検部群９
０４、第三被検部群９０３、第二被検部群９０２が順に並んでいる。これにより、図中左
側から右側に向けて被検部群の画像濃度が徐々に濃くなっている。
【００６６】
　一方、第一被検部群９０１よりも図中右側では、図中左側から右側に向けて、第二被検
部群９０２、第三被検部群９０３、第四被検部群９０４が順に並んでいる。これにより、
図中左側から右側に向けて被検部群の画像濃度が徐々に薄くなっている。
【００６７】
　二つの第二被検部群９０２、二つの第三被検部群９０３、二つの第四被検部群９０４の
組では、一つ目の被検部群と二つ目の被検部群とがベルト幅方向において互いに異なる場
所に形成されている。制御部１５は、それぞれの組について、被検部の画像濃度の検知結
果を平均化する。これにより、それぞれの組において、ベルト幅方向の画像濃度誤差に起
因する画像濃度の検知精度の悪化を抑えることができる。
【００６８】
［第４実施例］
　図１８は、第四実施例に係る複写機において形成される階調パターン像Ｉｔを示す模式
図である。この階調パターン像Ｉｔは二つのパターン部を具備しており、一つ目のパター
ン部（図中上側のパターン部）は、第三実施例に係る複写機によって形成される階調パタ
ーン像Ｉｔ（図１７）と同じものである。
【００６９】
　これに対し、二つ目のパターン部では、被検部群の濃淡の並び方が一つ目のパターン部
と逆になっている。具体的には、二つ目のパターン部は、第四被検部群９０４を一つだけ
具備している。また、第一被検部群９０１、第二被検部群９０２、第三被検部群９０３の
それぞれを二つずつ具備している。
【００７０】
　二つ目のパターン部において、最も薄い第四被検部群９０４は、中間転写ベルト３１に
おけるベルト幅方向の中央部に形成される。第四被検部群９０４よりも図中左側では、図
中左側から右側に向けて、第一被検部群９０１、第二被検部群９０２、第三被検部群９０
３が順に並んでいる。これにより、被検部群の画像濃度が図中左側から右側に向けて徐々
に薄くなっている。
【００７１】
　一方、第四被検部群９０４よりも図中右側では、図中左側から右側に向けて第三被検部
群９０３、第二被検部群９０２、第一被検部群９０１が順に並んでいる。これにより、被
検部群の画像濃度が図中左側から右側に向けて徐々に濃くなっている。
【００７２】
　制御部１５は、同じ番号の被検部群の被検部について、画像濃度の検知結果を平均化す
る。第三変形例とは異なり、第一被検部群９０１についても、互いにベルト幅方向の形成
位置が異なる三つの第一被検部群９０１で被検部の画像濃度を平均化する。これにより、
第一被検部群９０１についても、濃度誤差検知用画像を形成することなく、ベルト幅方向
における画像濃度誤差に起因する画像濃度の検知精度の悪化を抑えることができる。
【００７３】
［第五実施例］
　図１９は、第五実施例に係る複写機において形成される階調パターン像Ｉｔ及び濃度誤
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差検知用画像Ｉｒを示す模式図である。第五実施例に係る複写機の制御部１５は、中間転
写ベルト３１のシート間対応領域Ａ２に対して、階調パターン像Ｉｔと濃度誤差検知用パ
ターン像Ｉｒとをベルト移動方向に並べて形成する。階調パターン像Ｉｔは、第四実施例
に係る複写機によって形成されるもの（図１８）と同じものである。
【００７４】
　制御部１５は、階調パターン像Ｉｔにおける各被検部群の被検部の画像濃度を、第四実
施例に係る複写機と同様にして算出する。また、濃度誤差検知用パターン像Ｉｒの画像濃
度を検知した結果に基づいて、ベルト幅方向の画像濃度誤差を検知する。そして、その画
像濃度誤差を打ち消すように、主走査方向（感光体回転軸線方向）において感光体１に対
する光書込強度を変化させるための書込強度変化パターンを構築する。光書込ユニット２
０の駆動を制御する書込制御部は、制御部１５によって構築された光強度変化パターンに
従って、主走査方向で光書込強度を変化させる。これにより、ベルト幅方向の画像濃度誤
差を抑えることができる。
【００７５】
　これまで、互いに擬似中間調濃度が異なる複数の被検部を具備する階調パターン像Ｉｔ
を形成し、それぞれの被検部の画像濃度を検知した結果に基づいて階調特性データを補正
する複写機について説明したが、次のような構成を採用してもよい。即ち、濃淡パターン
像として、互いにベタ濃度を異ならせる条件で形成された複数のベタ被検部（画像面積率
１００％）を具備するものを形成する。そして、それぞれのベタ被検部の画像濃度を検知
した結果に基づいて、所望のベタ濃度が得られるように作像条件を補正する構成である。
例えば、特開２００９－１８６８４７号に記載のプロセスコントロールのように、互いに
異なる現像ポテンシャルの条件で作像した複数のベタ被検部（パッチ）を具備する濃淡パ
ターン像を作像する。そして、それらのパッチの画像濃度を検知した結果に基づいて、所
望のベタ濃度が得られるように、ベタ画像部を現像する際の現像ポテンシャルを補正する
構成にも本発明の適用が可能である。但し、各パッチで現像ポテンシャルを異ならせる方
法としては、各パッチで現像バイアスを異ならせる方法に代えて、光書込強度の違いによ
って各パッチで現像ポテンシャルを異ならせる方法を採用する必要がある。各パッチを主
走査方向に並べる構成では、各パッチで現像バイアスを異ならせることができないからで
ある。
【００７６】
　以上に説明したものは一例であり、次の態様毎に特有の効果を奏する。
［態様Ａ］
　態様Ａは、像担持体（例えば中間転写ベルト３１）にトナー像を形成する像形成手段（
例えば作像ユニット及び転写ユニット３０の組み合わせ）と、前記像担持体上のトナー像
を記録シートに転写する転写手段（例えば転写ユニット３０の二次転写ニップや二次転写
バックアップローラ３５など）と、前記像担持体上のトナー像の画像濃度を検知する画像
濃度検知手段（例えば濃度センサー３７）とを備え、前記像担持体の表面に形成した濃淡
パターン像（例えば階調パターン像Ｉｔ）における複数の被検部（例えば被検部Ｅｋ，Ｅ
ｃ，Ｅｍ，Ｅｙ）の画像濃度を前記画像濃度検知手段によって検知する画像形成装置であ
って、前記濃淡パターンとして、前記像担持体の表面上で表面移動方向に占める長さより
も、前記表面移動方向と直交する方向である幅方向（例えばベルト幅方向）に占める長さ
を大きくしたものを形成し、且つ、前記画像濃度検知手段として、前記表面移動方向に占
める長さよりも、前記幅方向に占める長さを大きくする姿勢で配設されたラインセンサー
を用いることを特徴とするものである。
【００７７】
　かかる構成においては、次に説明する理由により、従来装置に比べて濃淡パターン像の
形成に要する時間を短縮することができる。即ち、濃淡パターン像の形成を開始してから
終えるまでには、像担持体の表面を濃淡パターン像がその表面上で表面移動方向に占める
長さ（以下、移動方向占有長さという）と同等以上の距離だけ表面移動させる必要がある
。従来装置では、濃淡パターン像として、前記表面移動方向と直交する幅方向に占める長
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さ（以下、幅方向占有長さという）よりも移動方向占有長さを大きくしたものを形成して
いた。これに対し、態様Ａでは、濃淡パターン像として、移動方向占有長さよりも幅方向
移動方向占有長さを大きくしたものを形成することで、濃淡パターン像の形成に必要な像
担持体の表面移動距離を従来装置よりも小さくすることが可能である。このため、従来装
置に比べて濃淡パターン像の形成に要する時間を短縮することができる。
【００７８】
　また、態様Ａでは、次に説明する理由により、従来装置に比べて濃淡パターン像の画像
濃度の検知に要する時間を短縮することができる。即ち、濃淡パターンの検知を開始して
から終えるまでの期間においても、像担持体の表面を濃淡パターン像の移動方向占有長さ
と同等以上の距離だけ表面移動させる必要がある。よって、濃淡パターン像の形成に要す
る時間と同様の理由により、濃淡パターン像の画像濃度の検知に要する時間を短縮するこ
とができる。
【００７９】
　以上のように、態様Ａでは、従来装置に比べて、濃淡パターン像の形成に要する時間と
濃淡パターン像の画像濃度の検知に要する時間とをともに短縮することができる。
【００８０】
［態様Ｂ］
　態様Ｂは、態様Ａにおいて、前記濃淡パターン像として、互いに隣り合う前記被検部の
間に所定の間隔を設けたものを形成するように、前記制御手段を構成したことを特徴とす
るものである。かかる構成では、実施形態で説明したように、互いに隣り合う被検部の位
置ずれに起因する重なり合いによる画像濃度の検知精度の悪化を回避することができる。
【００８１】
［態様Ｃ］
　態様Ｃは、態様Ｂにおいて、複数の前記被検部として、被検部並び方向における大きさ
を外郭からのエッジ効果領域の大きさの二倍よりも大きくしたものを形成するように、前
記制御手段を構成したことを特徴とするものである。かかる構成では、実施形態で説明し
たように、複数の被検部のそれぞれについて、エッジ効果によって画像濃度が通常よりも
濃くなってしまう部分（エッジ部）の内側に、画像濃度の検知に適した部分を形成するこ
とができる。
【００８２】
［態様Ｄ］
　態様Ｄは、態様Ａ～Ｃの何れかにおいて、前記濃淡パターン像として、互いに異なる複
数の画像濃度のそれぞれについて複数の前記被検部を設けたものを形成するように、前記
制御手段を構成したことを特徴とするものである。かかる構成では、互いに異なる複数の
画像濃度のそれぞれについて、複数の被検部における画像濃度の検知結果を平均して画像
濃度の検知精度を高めることができる。
【００８３】
［態様Ｅ］
　態様Ｅは、態様Ｄにおいて、前記濃淡パターン像として、同じ画像濃度の前記被検部を
前記像担持体の表面における表面移動方向と直交する方向の一端部、中央部、他端部のそ
れぞれに設けたものを形成するように、前記制御手段を構成したことを特徴とするもので
ある（例えば図１８）。かかる構成では、一端部、中央部、他端部に形成した被検部の画
像濃度の検知結果を平均することで、直交方向の画像濃度誤差に起因する被検部の画像濃
度の検知精度悪化を抑えることができる。
【００８４】
［態様Ｆ］
　態様Ｆは、態様Ａ～Ｃの何れかにおいて、前記像形成手段として、互いに異なる複数の
一次色（例えばＹ，Ｃ，Ｍ，Ｋ）の画像を形成するものを用い、前記濃淡パターン像とし
て、互いに同程度の画像濃度にする画像形成条件で形成した互いに異なる一次色の複数の
前記被検部からなる同濃度一次色組（例えば、被検部群９０１～９０７）を複数設けたも
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のを形成するように、前記制御手段を構成したことを特徴とするものである。かかる構成
では、複数の一次色のそれぞれについて、複数の同濃度一次色組の被検部における画像濃
度の検知結果を平均して検知精度を高めることができる。
【００８５】
［態様Ｇ］
　態様Ｇは、態様Ｆにおいて、前記濃淡パターン像として、複数の前記同濃度一次色組を
前記像担持体の表面における表面移動方向と直交する方向の一端側から他端側に向けて画
像濃度の昇順又は降順に並べたものを形成するように、前記制御手段を構成したことを特
徴とするものである。かかる構成では、複数の一次色のそれぞれについて、被検部の画像
濃度を一端側から他端側に向けて徐々に濃くする又は薄くすることで、徐々に濃くならな
い又は薄くならない突発的な画像濃度異常を検知することができる。
【００８６】
［態様Ｈ］
　態様Ｈは、態様Ｇにおいて、複数の前記同濃度一次色組を前記一端側から前記他端側に
向けて画像濃度の昇順に並べた前記濃淡パターン像と、複数の前記同濃度一次色組を前記
一端側から前記他端側に向けて画像濃度の降順に並べた前記濃淡パターン像とを、前記像
担持体の表面移動方向に並べて形成するように、前記制御手段を構成したことを特徴とす
るものである。かかる構成では、複数の一次色のそれぞれについて、同じ濃度の被検部に
おける画像濃度の検知結果を平均することで、直交方向の画像濃度誤差に起因する画像濃
度の検知誤差悪化を抑えることができる。
【００８７】
［態様Ｉ］
　態様Ｉは、態様Ｆにおいて、前記濃淡パターン像として、複数の前記同濃度一次色組を
前記像担持体の表面における表面移動方向と直交する方向の両端側から中央に向けて画像
濃度の昇順又は降順に並べたものを形成するように、前記制御手段を構成したことを特徴
とするものである。かかる構成においても、複数の一次色のそれぞれについて、同じ濃度
の被検部における画像濃度の検知結果を平均することで、直交方向の画像濃度誤差に起因
する画像濃度の検知誤差悪化を抑えることができる。
【００８８】
［態様Ｊ］
　態様Ｊは、態様Ｉにおいて、複数の前記同濃度一次色組を前記両端側から中央に向けて
画像濃度の昇順に並べた前記濃淡パターン像と、複数の前記同濃度一次色組を前記両端側
から中央に向けて画像濃度の降順に並べた前記濃淡パターン像とを、前記像担持体の表面
移動方向に並べて形成するように、前記制御手段を構成したことを特徴とするものである
。かかる構成では、態様Ｉよりも更に、直交方向の画像濃度誤差に起因する画像濃度の検
知誤差悪化を抑えることができる。
【符号の説明】
【００８９】
　　１０：作像ユニット（像形成手段の一部）
　　１５：制御部（制御手段）
　　３０：転写ユニット（像形成手段の一部）
　　３１：中間転写ベルト（像担持体）
　　３５：二次転写バックアップローラ（転写手段の一部）
　　３７：濃度センサー（画像濃度検知手段）
　　Ｉｔ：階調パターン像（濃淡パターン像）
　　Ｅｋ，Ｅｃ，Ｅｍ，Ｅｙ：被検部
　　Ａ：ベルト移動方向（像担持体の表面移動方向）
　　Ｂ：ベルト幅方向（直交方向）
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００９０】
【特許文献１】特許第４８４２５３６号
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